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　　　今回は児童、生徒および幼児の発育状態に焦点を当て、昭和23 年度の調査開始以来、どのような成長を遂げてき
　　たか、見ていきたいと思います。

　　表１は、身長、体重の福井県平均値について、最新の平成 12 年度の結果と親の世代である 30 年前（昭和 45
年）との比較表です。
　　身長、体重共に親の世代より成長しているのが分かります。
　　しかし、男子が主に中学時代においての増加傾向が著しいのに対して、女子は小学校時代後半からの増加傾向
が著しくなっています。

　　（　　表　　1　　）　　年齢別　身長・体重

区　　　分 平成 12 年度 昭和 45 年度 差 区　　　分 平成 12 年度 昭和 45 年度 差

5 歳 111.0 109.4 1.6 5 歳 19.3 18.2 1.1
11 歳 145.5 140.4 5.1 11 歳 39.2 33.2 6.0
14 歳 166.0 160.5 5.5 14 歳 54.9 50.0 4.9

男

17 歳 171.6 168.8 2.8

男

17 歳 62.6 59.6 3.0
5 歳 109.9 108.1 1.8 5 歳 18.9 17.7 1.2
11 歳 147.9 143.3 4.6 11 歳 40.1 35.9 4.2
14 歳 157.5 154.1 3.4 14 歳 50.8 48.3 2.5

身

長 女

17 歳 158.4 156.4 2.0

体

重 女

17 歳 53.2 52.3 0.9

次の表 2 は、昭和23 年度から平成 12 年度の調査結果の中での、過去最高値と最低値の比較表です。
男子の身長を見てみると、10 ㎝～20 ㎝の間で伸びているのが分かります。特に14 歳の伸び幅は大きく、20.2 ㎝と

なっています。体重の方は、10kg 前後増えており、こちらも14 歳の伸び幅が大きく、15.5 ㎏となっています。
　　次に、女子の身長を見てみると、7 ㎝～18 ㎝の間で伸びているのが分かります。特に11 歳の伸び幅は大きく、18.7
　　㎝となっています。体重の方は、男子と同様10 ㎏前後増えており、11 歳の12.4 ㎏が伸び幅として最高となっていま
　　す。
　　　調査開始以来の伸び幅は、全体的に男子の方が顕著であると言えそうです。

　　（　表　２　）　年齢別　身長・体重の過去最高値と過去最低値

男 過去最高値 過去最低値 差 男 過去最高値 過去最低値 差

５歳 111.2 　（H 元） 103.4　（Ｓ２４） 7.8 ５歳 19 . 3　（Ｈ２） 16.6　（Ｓ２４） 2.7

１１歳 145.9　（Ｈ１０） 130.5　（Ｓ２３） 15.4 １１歳 39.6　（Ｈ１０） 26.5　（Ｓ２３） 13.1

１４歳 166.0　（Ｈ１２） 145.8　（Ｓ２３） 20.2 １４歳 55 . 0　（Ｈ９） 39.5　（Ｓ２３） 15.5

１７歳 171.8　（Ｈ１１） 160.4　（Ｓ２５） 11.4 １７歳 63 . 1　（Ｈ８） 51.9　（Ｓ２３） 11.2

女 女

５歳 110.6　（Ｓ６２） 102.5　（Ｓ２５） 8.1 ５歳 19 . 0　（Ｈ２） 16.1　（Ｓ２４） 2.9

１１歳 148 .2 　（Ｈ９） 129.5　（Ｓ２３） 18.7 １１歳 40 . 4　（Ｈ９） 28.0　（Ｓ２３） 12.4

身

長

１４歳 157.6　（Ｈ１１） 145.9　（Ｓ２３） 11.7

体

重

１４歳 51.4　（Ｈ１０） 40.3　（Ｓ２３） 11.1

１７歳 158 .8 　（Ｈ２） 151.4　（Ｓ２３） 7.4 １７歳 54 . 3　（Ｈ８） 48.6　（Ｓ２５） 5.7

＜　参考資料：学校保健統計調査　＞


